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要旨 
 本研究は、エチオピア手話における最小対の性質を記述するものである。そ

の際、手話単語の中の手指要素のみを考察対象とする。 
 最小対とは、ひとつの言語の音韻論を分析する際の第一歩として、その言語

でどのような音が区別されるかを確認するものである。「最小」とは、単語を

その類似性に基づいて分類する音韻現象である（Edward 2014）。 
 手話言語でも、あらゆる自然言語と同様に、まずは基本的な音素目録を決定

しなければならない。音素目録を決定する唯一の方法は、ほぼ同一であるよう

な手話単語どうしの間で、手指要素・非手指要素の最小の差異を見ることであ

る。音声構造のうちただ一つの要素でのみ区別されるような単語の対のことを、

最小対と呼ぶ（Dikyuva et al. 2017）。 
本研究では、発表者は、Brentari(2005)が主張する手話言語の音韻構造に従い、

エチオピア手話の最小対の性質を検討する。 
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